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シスコ  コンテン ト  デリバリ  システム － 次世代ケーブル

ネッ ト ワーク において パーソ ナラ イ ズさ れたビ デオ

サービスの提供

消費者は、 エン ターテイ メ ン ト にアクセス し た り参加するための新しい方法を試し てみる こ

とに積極的です。 そこには、 消費者自身のイ ン ターネ ッ ト での経験があり ます。 ほんの数年

前まで、 消費者は現在のよ う にさ まざまなコ ンテンツを イ ン ターネ ッ ト で楽しめるよ う にな

る とは想像し ていませんで し た。 TV サービス市場に新たな競合が現れるなか、 ケーブル事

業者は消費者からの進化する要求に対応し ていかなえればな り ません。 そのためには、 差別

化され、 高度にパーソナラ イズされた顧客体験を提供する必要があ り ます。 シスコ  コ ンテン

ト  デ リバリ  システム （CDS） は、 ビデオ オン デマン ド （VoD）、 ネ ッ ト ワーク  パーソナル

ビデオ レ コーデ ィ ング （nPVR）、 タ イムシフ ト  TV、 ターゲ ッ ト 広告など、 さ まざまな次世

代ビデオ サービスを提供するための理想的なプ ラ ッ ト フ ォームです。 この次世代ビデオ プ
ラ ッ ト フ ォームが持つ適応性に優れたイ ンテ リ ジ ェ ンス と ユニーク なアーキテ ク チ ャ を利

用する こ とによ り、 ケーブル事業者はスケーラ ビ リ テ ィ 、 パフ ォーマンス、 柔軟性、 および

サービス アベイ ラ ビ リ テ ィ に優れた高価値エン ターテイ メ ン ト  サービスを加入者に提供で

きます。

課題

メ デ ィ アを取り巻 く 状況は劇的な変化を続けてお り、サービス プロバイダーはその変化への

対応に追われています。 ケーブル事業者は長い間、 加入者向け TV サービスの主要なプロバ

イダーである と考えられてきま し た。 しかし、 現在では衛星放送事業者や従来の固定通信事

業者が TV サービス分野に参入しつつあ り、 競争が激化し ています。 ケーブル事業者は、 現

在および将来の顧客の獲得競争を続けるために、 これまで以上にパーソナラ イズされたイ ン

タ ラ ク テ ィ ブなビデオ コ ンテンツ を提供する こ と によ っ てサービスを差別化する必要があ

り ます。 つま り、 単なる TV サービスのプロバイダーから本格的な 「エ クスペ リ エンス プロ

バイダー」 への変革が必要と されています。 そのためには、 在宅中でも外出中でも、 またど

のよ う なデバイスを使用し ていても、 あらゆる種類のビデオ、 音声、 およびデータ  サービス

を利用できるよ う な環境を実現する こ と で、 顧客の期待に応えていかなければな り ません。

地域に対応し たオンデマン ド  コ ンテ ン ツの提供をすでに実現し ているケーブル事業者は、

Average Revenue Per User （ARPU; 加入者 1 人あた りの平均売上） が増え、 カス タ マー ロ
イヤリ テ ィ が向上し、 加入者の解約が減少し ています。 近い将来には、 テレビ、 PC、 および

好みのモバイル デバイスで 「すべてオンデマン ド」 のコ ンテンツにアクセスできる 「接続さ

れた生活」 体験を消費者に提供し ているサービス プロバイダーが、最も成功し たサービス プ
ロバイダーと なっているで し ょ う。 しかし、 ケーブル事業者は、従来型の VoD ソ リ ューシ ョ

ン で加入者の進化する要求を満たす こ と の難 し さ に気付き始めています。 従来の VoD ソ

リ ューシ ョ ン も今まではう ま く 機能し てきま し たが、 これらのソ リ ューシ ョ ンはい く つかの

本質的な限界を抱えています。 これらのソ リ ューシ ョ ンは、 独自仕様の特定用途向けハー ド

ウ ェ アに基づいたス タ ン ド アロンの中央集中型ビデオ サーバと し て設計されているため、柔

軟性に欠け、 増大するサービスの要求に合わせて拡張するためには多大な手間と コス ト がか

かり ます。 さ らに、 これらのソ リ ューシ ョ ンは、 従来の VoD を発展させたアプ リ ケーシ ョ
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ンをサポー ト するよ う に設計されていないため、 タ イムシフ ト  TV、 nPVR、 パーソナラ イズ

された広告の挿入などの次世代サービスを検討し ている事業者は、 他の方法を探さ なければ

な り ません。

これらの次世代ビデオ サービスでは、 オンデマン ド  TV と従来のブロー ド キャス ト  TV の間

の境界を明確にする こ とはできません。 そのため、 両方の種類のサービスを  1 つのイ ン フ ラ

ス ト ラ クチャに統合できるビデオ ネ ッ ト ワークが必要にな り ます。 加入者は、 パーソナラ イ

ズされたさ まざまなコ ンテンツへの 「随時」 アクセスを当然と考えるよ う にな りつつあ り ま

す。 このよ う なサービスを実現するためには、 これまで現実問題と し て不可能と し てきたス

ケーラ ビ リ テ ィ の問題を解決し て大量の番組を格納し、 あらゆる加入者がど こからでも瞬時

にコ ンテンツを利用できるよ う にする必要があ り ます。ニ ッ チ ビデオやユーザ制作ビデオな

どのロングテール コ ンテンツを、人気番組を数百万の視聴者に配信するのと同じ よ う に簡単

で コ ス ト 効率よ く 配信するには、 従来型の VoD サーバを増設するだけでは済みません。 予

測不可能で次々に変化する ト ラ フ ィ ッ ク  パタ ーンに自動的に適応でき る ソ リ ューシ ョ ンが

必要です。

ソ リ ューシ ョ ン

シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  システムは、従来の VoD ソ リ ューシ ョ ンの限界を超えて、次世

代のエン ターテ イ メ ン ト 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ メ デ ィ ア、 およびパーソナラ イズ された広告

サービ ス を加入者に提供するためのイ ン テ リ ジ ェ ン ト なネ ッ ト ワー ク  ベースのプ ラ ッ ト

フ ォームをケーブル事業者に提供し ます。 Cisco IP Next-Generation Network （IP NGN; 次世

代 IP ネ ッ ト ワーク） のサービス エ クスチ ェ ンジ フ レームワークの最新のプ ラ ッ ト フ ォーム

である Cisco CDS では、 ビデオの取り込み、 格納、 配信、 パーソナラ イズ、 およびス ト リー

ミ ングの各機能が 1 つのソ リ ューシ ョ ンに統合されます。 ケーブル事業者は、 このソ リ ュー

シ ョ ンを使用し て、 テレビ、 PC、 モバイル ハン ド セ ッ ト 、 最新のリ ッ チ メ デ ィ ア対応デバ

イスなど、 多様化が進むさ まざまなデバイスに、 地域に対応し た、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブでパー

ソナラ イズされたコ ンテンツを提供する こ とができます。

Cisco CDS は、 図 1 に示すよ う に、 コ ンテンツの取り込み、 格納、 配信、 パーソナラ イズ、

およびス ト リー ミ ングの各機能を提供する、ネ ッ ト ワーク化された複数のシスコ  コ ンテン ト

デリバリ  エンジン （CDE） で構成されます。 複数の CDE をグループ化する と、 ス ト レージ

やス ト リー ミ ングのためのアレ イ を構成し、 1 つの論理的なシステムと し て動作させる こ と

ができます。 ケーブル事業者はアレ イに追加の CDE を接続するだけで簡単に容量を拡張で

き るので、 ビデオ ス ト レージ と ス ト リー ミ ングの容量の制限がな く な り ます。 CDE のネ ッ

ト ワークは、次のよ う なサービスを提供するための 1 つの仮想のビデオ プ ラ ッ ト フ ォームを

形成し ます。

• Vault ： スケーラ ビ リ テ ィ の高いコ ンテンツ ラ イブ ラ リの共有ス ト レージ。 高速な

ビデオ取り込みが可能で、 復元力があ り、 ネ ッ ト ワーク上の任意のス ト リー ミ ング

ノ ー ドから利用できます。

• TV Streamer ： オン デマン ド でビデオのキャ ッ シング、 パーソナラ イズ、 および加

入者のセ ッ ト ト ッ プ ボ ッ クス （STB） へのス ト リー ミ ングを行います。

• TV PlayOut：従来型のビデオのスケジュール配信またはループ配信用のビデオ ス ト

レージおよびマルチキャス ト  ス ト リー ミ ングを提供し ます。

• Integrated Streamer-Vault （ISV） ： エン ト リ レベルの展開または大きな容量を必要と

し ない展開用に、 1 台の CDE でスケーラ ブルなス ト レージおよびス ト リー ミ ング

機能を提供し ます。
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• Cisco Content Delivery System Manager ： ネ ッ ト ワーク内のすべての CDE の設定、

モニ タ リ ング、 およびレポー ト 作成を管理するブ ラウザ ベースのコ ン ソールです。

ケーブル事業者は、 これらのシスコ  コ ンテン ト  デリバリ  アプ リ ケーシ ョ ンを使用する こ と

によ り、 次のよ う な さ まざまな次世代の付加価値ビデオ エン ターテ イ メ ン ト  サービスを展

開できます。

• VoD ： Cisco CDS は、 業界標準プロ ト コルを使用し ているため、 一般的なバッ クオ

フ ィ ス システムとの統合が可能で、 中央集中型と分散型のどち らのネ ッ ト ワーク

ト ポロジでも  VoD サービスを迅速かつ経済的に展開する こ とができます。

• nPVR：Cisco CDS を展開する こ とによ り、番組のタ イムシフ ト 機能と ラ イブ TV の
録画、巻き戻し、および一時停止機能を、設置済みのデジ タル STB に提供できます。

• ターゲ ッ ト 広告の挿入：ビデオ ス ト リームを リ アルタ イムで動的に組み立てる こ と

ができる機能を備えた Cisco CDS は、ラ イブ テレビ と  VoD コ ンテンツの両方にお

いて、 カス タ マイズされた広告を挿入するための非常に効果的なソ リ ューシ ョ ンで

す。 ケーブル事業者は、 地域対応にと どま らず、 パーソナラ イズも された高価値の

広告を加入者に配信する能力を広告主にアピールできます。

• ブロー ド キャス ト  サービス ： Cisco CDS を使用する と、 プロモーシ ョ ン用のルー

プ コ ンテンツや TV チャ ンネル ガイ ド などの情報サービスをス ト リ ー ミ ング配信

するバーカー チャ ンネルをブロー ド キャス ト できます。事業者は、PEG （パブ リ ッ

ク、 教育、 および政府アクセス） チャ ンネル用に、 順次連続配信される番組ラ イ ン

ナ ッ プをスケジュールし て提供できます。

• Near VoD （nVoD） ： Cisco CDS を使用する と、 ペイパービ ュー ムービーなどの非

タ イムシ フ ト  コ ンテンツを複数のチャ ンネルで時間をずら し てマルチキャス ト  ス
ト リ ー ミ ングする nVoD サービスを提供できます。 nVoD では、 完全な VoD シス

テムよ り も少ない帯域幅と イ ン フ ラス ト ラ クチャで、加入者が興味のある番組をブ

ラウズし て都合のよいと きに視聴できるよ う にする こ とができます。

図 1  シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  システム アーキテ クチャ
Page 3 of 8-2007 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992

Solution Overview
大規模な中央集中型ビデオ サーバとい う役割があった以前の VoD ソ リ ューシ ョ ンでは、 こ

れらの機能のう ち一部しか提供できませんで し た。 また、 VoD の加入者数の伸びやコ ンテン

ツ ラ イブ ラ リの増加に合わせて拡張する こ とは非常に困難で し た。これに対し て Cisco CDS
は、 数台のサーバから数百万台にまでイ ン ターネ ッ ト を拡張する こ と を可能に し た IP ネ ッ

ト ワーキングの概念を利用し て、 単なるビデオ サーバではな く ビデオ ネ ッ ト ワーク と し て

機能するよ う に設計されています。 サービス プロバイダーは、 このプ ラ ッ ト フ ォームを使用

する こ とによ り、 オンデマン ド  コ ンテンツ、 タ イムシフ ト 、 およびパーソナラ イズを消費者

の TV に提供し て、 高価値の差別化されたビデオ サービスの構築を今すぐ開始する こ とがで

きます。 また、 Cisco CDS に加え られる今後の機能拡張によ り、 これらのサービスを PC、

モバイル ハン ド セ ッ ト 、 およびリ ッ チ メ デ ィ ア対応デバイスに拡大できます。

ビジネス上の利点

IP ネ ッ ト ワーキングにおけるシス コの輝かし い歴史と業界を リ ー ド する専門技術に基づ く

シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  システムでは、 デジ タル ビデオの配信に関し て、 現在の市場で

入手可能な一体型のサーバ ベースの VoD 製品とは根本的に異なる、 独自のネ ッ ト ワーク中

心型アプローチを採用し ています。 従来の VoD 製品は、 単一用途、 独自仕様で、 ハー ド ウ ェ

ア中心のデバイスに限定されていま し た。 そのため、 拡張が困難でコス ト を要するだけでな

く 、 運用と維持に手間がかかり、 加入者の要求の変化に対応し て新しいサービスを取り入れ

る こ とができません。 近い将来、 これらのソ リ ューシ ョ ンが使用できな く なるのを避ける こ

とはできないで し ょ う。 一方、 Cisco CDS の基になっているテ ク ノ ロジーは、 IP ネ ッ ト ワー

キングの能力と コス ト 効率を最大限に活かすこ と で、加入者向けビデオ サービスの提供にお

けるま っ た く 新し いパラ ダ イムを確立し、 コ ス ト 効率が高 く 、 柔軟で、 将来を見据えた ソ

リ ューシ ョ ンを実現し ています。 Cisco CDS には次のよ う な メ リ ッ ト があ り ます。

• 優れたスケーラ ビ リ テ ィ

• 非常に高いネ ッ ト ワーク効率

• 中断のないサービス アベイ ラ ビ リ テ ィ

• 高い柔軟性

• 迅速なサービス展開

• 圧倒的なパフ ォーマンス

• 低い総所有コス ト （TCO）

優れたスケーラ ビ リ テ ィ

1 台のビデオ サーバで実現する従来の VoD ソ リ ューシ ョ ンは、 容量の限界が決まっていま

す。Cisco CDS のイ ンテ リ ジ ェ ン ト  アーキテ クチャの場合は、 イ ン ターネ ッ ト を拡張するた

めに開発された手法によ ってスケーラ ビ リ テ ィ が構造的に備わっています。 つま り、 新しい

Web サーバが配置されるたびに拡張する イ ン ターネ ッ ト と同様に、 新たな CDE を追加する

だけで Cisco CDS を拡張できます。 また、 それに伴い、 ネ ッ ト ワーク全体で取り込み、 格

納、 キャ ッ シング、 およびス ト リー ミ ングのために利用できるプールされた リ ソースが動的

に増加し ます。 ネ ッ ト ワークの規模や展開されたアプ リ ケーシ ョ ンの数と種類に関係な く 、

Cisco CDS は、 取り込み、 格納、 およびス ト リー ミ ングの容量の制限が実質的に存在し ない

1 つの論理的なシステムと し て動作し ます。

Cisco CDS の柔軟なアーキテ クチャによ り、 取り込み、 格納、 およびス ト リー ミ ングの機能

をすべて 1 台の CDE で展開する こ と も （小規模の展開の場合）、 各機能を他の機能から独立

し て拡張できるよ う に別々の CDE で展開する こ と もできます。 その結果、 ケーブル事業者
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は、 自社独自のネ ッ ト ワーク  ト ポロジや展開するアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て VoD 投資を決

定できます。 たと えば、 1 日 24 時間、 数百チャ ンネルを取り込むビデオ プ ラ ッ ト フ ォーム

が必要な nPVR サービスを展開する場合は、必要のない追加のス ト リー ミ ング イ ン フ ラス ト

ラ クチャのための支出を行う こ と な く 、コ ンテンツ ス ト レージの拡張に投資する こ とができ

ます。 または、 コ ンテンツ ラ イブ ラ リのレプ リ ケーシ ョ ンおよびス ト レージの追加に投資し

な く ても、 ネ ッ ト ワーク  エ ッ ジでのス ト リー ミ ング容量を増強する こ とによ り、 加入者数を

継続的に増やすこ とができます。

高いネ ッ ト ワーク効率

Cisco CDS アーキテ クチャのユニークな階層型のス ト レージ設計によ り、事業者はコ ンテン

ツのス ト レージ管理を簡素化し つつ、 巨大な コ ンテンツ ラ イ ブ ラ リの維持が可能にな り ま

す。 ビデオ番組は共通の共有ス ト レージ アレ イに格納され、 ネ ッ ト ワークのど こからでも瞬

時にア ク セス し て、 ス ト リ ー ミ ングを行 う こ とができ ます。 また、 Cisco CDS のイ ンテ リ

ジ ェ ン ト なキャ ッ シュ機能によ り、 視聴者の実際の要求に動的に対応し て、 自動的にネ ッ ト

ワーク  エ ッ ジにビデオ コ ンテンツを配信できます。 この適応型コ ンテンツ配信モデルによ

り、 各ネ ッ ト ワーク  ノ ー ド で最も人気のある コ ンテンツが常にローカル ス ト レージで利用

可能になるため、 ネ ッ ト ワーク  バッ クボーンの帯域幅の負担が最大で 95% 以上削減されま

す。 この柔軟なアーキテ クチャ を採用し、 実質的にスケーラ ビ リ テ ィ に制限のないコ ンテン

ツ ラ イブ ラ リ を備えた Cisco CDS は、 ロングテール コ ンテンツ、 ネ ッ ト ワーク  ベースのタ

イムシフ ト 番組、 およびユーザ制作コ ンテンツを効率的でコス ト 効果の高い方法で提供する

ソ リ ューシ ョ ンです。

従来の VoD システム と 異な り、 Cisco CDS はネ ッ ト ワー ク内のすべてのス ト リ ー ミ ング

ノ ー ド にコ ンテンツを事前配置する必要があ り ません。 どのコ ンテンツの配信 （ネ ッ ト ワー

クへの取り込みから加入者の画面への送出まで） も、 ネ ッ ト ワーク内のコ ンテンツの物理的

な格納場所に関係な く  300 ミ リ秒以内で行われます。 これは他のソ リ ューシ ョ ン とは桁違い

に短時間であ り、 加入者は待た されている とは感じ ません。 これによ り、 ラ イ ブ TVと オン

デマン ド  コ ンテンツが初めて真に統合され、 事業者はブロー ド キャ ス ト  タ イムラ イ ンを乱

すこ と な く 、 パーソ ナラ イズ されたス ト リ ームをネ ッ ト ワーク内の各加入者に配信でき ま

す。

中断のないサービス アベイ ラ ビ リ テ ィ

Cisco CDS のリ ソース プーリ ングと ロー ド  バラ ンシングは、ユニークなコ ン ト ロールプレー

ン イ ンテ リ ジ ェ ンス との連携によ り、組み込みの復元力と フ ェールオーバー機能を提供し ま

す。複数の CDE が状態を共有し、1 つの論理的な リ ソース プールと し て動作するため、サー

ビス要求に応じ てネ ッ ト ワーク内の利用可能なハー ド ウ ェ ア キャパシテ ィ 全体で、リ ソース

を動的に再割り当てする こ とができます。 ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イス、 デ ィ スク  ド ラ

イブ、 または Vault 全体の停止などのハー ド ウ ェ ア障害が発生し た場合、 Cisco CDS は、 代

替ハー ド ウ ェ ア リ ソースをただちに自動的に割り当てて、 透過的に障害から回復し ます。 他

のソ リ ューシ ョ ンをはるかに上回る Cisco CDS の透過的な自己修復機能を利用する こ と で、

最大負荷時の TV Streamer アプ リ ケーシ ョ ンの障害であっ ても、 視聴者のビデオ ス ト リ ー

ムを中断させる こ と な く 自動的に回復するよ う に、 ネ ッ ト ワーク を設定できます。

従来の VoD ソ リ ューシ ョ ンでは、 ビデオ サーバに障害が発生する と、 そのサーバからス ト

リ ーム配信される番組を視聴し ているすべての顧客のサービスが停止し ていま し た。 Cisco
CDS を使用する と、 1 台の CDE に障害が発生し ても （またはア ッ プグレー ドや予定された
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保守のためにオ フ ラ イ ンに された場合で も） 、 自動フ ェ ールオーバー機能によ っ てビデオ

サービスは継続され、 加入者へのサービスは中断し ません。 さ らに、 従来の VoD サーバを

使用する場合には必要だった無駄なス タ ンバイ  ユニ ッ ト も不要です。

高い柔軟性

Cisco CDS は、 中央集中型、 分散型、 およびハイブ リ ッ ド型のビデオ ネ ッ ト ワークのすべて

を効果的にサポー ト できるよ う に設計されたビデオ プ ラ ッ ト フ ォームです。ケーブル事業者

は、ニーズに適切に応えられない可能性のある特定のビデオ アーキテ クチャ を採用する必要

があ り ません。 全国または地域全体と い う 大規模展開において最高の帯域幅効率およびス

ケーラ ビ リ テ ィ を提供するために、 このプ ラ ッ ト フ ォームは完全な分散型ビデオ ソ リ ュー

シ ョ ン と し て機能するよ う に設計されています。 一方、 限定的な規模の展開から始める場合

には、 中央集中型の完全に包括的な 「ラ ッ ク内ソ リ ューシ ョ ン」 と し ても機能し ます。 最初

は中央集中型で Cisco CDS を展開し、 後から コ ンテンツ ラ イブ ラ リや加入者数の増加に応

じ て分散型設計へと発展させてい く こ と もできます。

迅速なサービス展開

Cisco CDS を構成する ソ フ ト ウ ェ アは、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト なモジュ ラ型で、 業界標準設計を

採用し た高性能な装置によ って構成されるネ ッ ト ワーク上で動作し ます。 独自仕様でハー ド

ウ ェ ア中心のアーキテ クチャでは、 コス ト や時間をかけて設置済み機器の交換し なければな

ら ないよ う な状況で も、 このアーキテ ク チ ャ ではネ ッ ト ワーク を拡張する こ と で、 新し い

サービスや機能を取 り 込んで継続的に進化させてい く こ とができ ます。 ケーブル事業者が

ニーズに応じ てシステムを拡張する際には、 新しい機能を追加する場合でも追加の CDE を
配置する場合でも、 複雑な再設計を行った りサービスを停止し た りする こ と な く 、 新しい機

能や能力を追加できます。 このよ う に CDS は、 サービスの迅速な展開が可能なだけでな く 、

柔軟性が高 く 運用寿命の長いビデオ プ ラ ッ ト フ ォームです。

圧倒的なパフ ォーマンス

Cisco CDS は、 きわめて高い密度とパフ ォーマンスを提供し ます。 Vault アプ リ ケーシ ョ ン

を実行する 1 台の CDE は、 最大 400 チャ ンネルのビデオに十分な 750 Mbps を超える最大

取り込みレー ト をサポー ト し、 最大 12,000 時間のコ ンテンツに相当する 12 TB のコ ンテン

ツ を格納で き ます。 また、 TV Streamer アプ リ ケーシ ョ ン を実行する 1 台の CDE は、 12
Gbps のス ト リー ミ ング帯域幅 （最大 5,000 ビデオ ス ト リーム） を提供する こ とができ、 グ

ループ化する こ とによ り、 100 万人以上の加入者に対し て同時にス ト リームを配信可能なア

レ イ を構成できます。ただし、取り込み、格納、および帯域幅の容量はフ ォーマ ッ ト （MPEG-
2 または MPEG-4/AVC） および解像度 （標準精細 [SD] または高精細 [HD]） によ って異な り

ます。

低い総所有コス ト （TCO）

高いスケーラ ビ リ テ ィ とサービス アベイ ラ ビ リ テ ィ 、イ ンテ リ ジ ェ ン ト なキャ ッ シュ機能と

ス ト レージ機能、ケーブル 事業者による新しいアプ リ ケーシ ョ ンやサービスの展開の容易さ

を併せ持つ Cisco CDS は、卓越し た価値を提供し ます。Cisco CDS には、次のよ う な メ リ ッ

ト があ り ます。
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• 簡単な運用 ： 事業者は、 数百台から数千台の CDE を 1 つのシステムと し て管理で

きます。 さ らに、 コ ンテンツの取り込みと ラ イブ ラ リ  ス ト レージの集中化、 視聴状

況の変化に動的に対応する適応型テ ク ノ ロジーを使用し た自動コ ンテンツ配信、 お

よびデバイスの障害や メ ンテナンス ア ッ プグレー ド に自動的に対応する高い復元

力を持つ環境の構築が可能です。

• 導入コス ト の削減 ： Cisco CDS のイ ンテ リ ジ ェ ン ト なキャ ッ シング テ ク ノ ロジー

によ り、各ス ト リー ミ ング ノ ー ド にコ ンテンツを複製する必要がな く な り、 コ ンテ

ンツ ス ト レージの必要性が大幅に低下し ます。また、必要なヘ ッ ド エン ドの数が最

小限にな り、 1 対 1 のビデオ サーバ冗長性が不要にな り、 1 つのイ ン フ ラス ト ラ ク

チ ャ で VoD、 nPVR、 および広告サービスをサポー ト でき るため、 ビデオ ネ ッ ト

ワークのプ ラ ッ ト フ ォームにかかるハー ド ウ ェ ア コ ス ト がさ ら に削減されます。

Cisco CDS はソ フ ト ウ ェ ア ベースのソ リ ューシ ョ ンなので、 事業者はハー ド ウ ェ

アをア ッ プグレー ド する こ と な く 、 新し いサービスや機能を継続的に追加でき ま

す。

• 運用コス ト の削減 ： Cisco CDS が本質的に備えている復元力および自動フ ェール

オーバー機能によ り、システムの保守コス ト およびア ッ プグレー ド  コス ト が大幅に

軽減されます。 また、 このソ リ ューシ ョ ンが持つ階層型のス ト レージおよびイ ンテ

リ ジ ェ ン ト なキャ ッ シュ機能によ り、 ネ ッ ト ワーク  バッ クボーンの使用を 95% 以
上減らすこ とができるため、 帯域幅の大幅な節約が可能です。

それに加えて、Cisco CDS は、従来のス タ ン ド アロン VoD ソ リ ューシ ョ ン とは異な り、Cisco
IP NGN に完全に組み込まれたコ ンポーネン ト と し て動作し ます。 ターゲ ッ ト 顧客数に応じ

た拡張、 帯域幅リ ソースの最大活用、 エン ド ツーエン ドのサービス品質の提供が可能で、 あ

らゆる高速アクセス テ ク ノ ロジー上であらゆる市場に IP ベースのビデオ サービスを効果的

に提供できる、 包括的な 「glass-to-glass」 ソ リ ューシ ョ ンです。

シス コが選ばれる理由

次々に新しい形のコ ンテンツ配信を体験し ている消費者は、ビデオ エン ターテイ メ ン ト  サー

ビスへの期待が大き く なっています。事業者が動きの激しいエン ターテイ メ ン ト  サービス市

場で地位を固め、 消費者との長期的で収益性の高い関係を築 く ためには、 加入者の求める豊

富な コ ンテンツ ラ イ ブ ラ リ および高度にパーソナラ イズされたサービスを提供でき る必要

があ り ます。 シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  システムは、 あらゆる種類の次世代ビデオ コ ンテ

ンツ、 パーソナラ イズされたエン ターテイ メ ン ト 、 およびターゲ ッ ト 広告サービスを イ ンテ

リ ジ ェ ン ト にコス ト 効率よ く 提供するための理想的なプラ ッ ト フ ォームです。 実績あるシス

コの IP ネ ッ ト ワーキング イ ンテ リ ジ ェ ンスおよびユニークな分散型アーキテ クチャ を採用

し た Cisco CDS は、 きわめて高いスケーラ ビ リ テ ィ とサービス アベイ ラ ビ リ テ ィ 、 圧倒的

なパフ ォーマンス、 他のソ リ ューシ ョ ンよ り も低い TCO を提供し ます。 これらの利点を認

識し ている世界の大手サービス プロバイダーは、 最新の高価値エン ターテ イ メ ン ト  サービ

スを提供するため、 また将来的に規模とサービスを拡大し、 加入者が好きな と きに好きな場

所でパーソナラ イズされたコ ンテンツにアクセスできる真の 「接続された生活」 体験を提供

するために、 Cisco CDS を展開し ています。
Page 7 of 8-2007 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



Solution Overview

シスコシステムズ合同会社

〒 107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン ・ タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先 ( シスコ コンタクト センター )
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter
0120-933-122 ( 通話料無料 ), 03-6670-2992 ( 携帯電話, PHS )
電話受付時間 : 平日 10:00 ～ 12:00, 13:00 ～ 17:00

©2007 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
Cisco、 Cisco Systems、 および Cisco Systems ロゴは、 Cisco Systems, Inc. またはその関連会社の米国およびその他の一定の国における登録商標または商標です。

本書類またはウェブサイトに掲載されているその他の商標はそれぞれの権利者の財産です。

「パートナー」 または 「partner」 という用語の使用は Cisco と他社との間のパートナーシップ関係を意味するものではありません。 （0704R）
この資料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

お問い合せ先

07.09

http://www.cisco.com/jp
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter

	シスコ コンテント デリバリ システム − 次世代ケーブル ネットワークにおいてパーソナライズされたビデオ サービスの提供
	課題
	ソリューション
	ビジネス上の利点
	優れたスケーラビリティ
	高いネットワーク効率
	中断のないサービス アベイラビリティ
	高い柔軟性
	迅速なサービス展開
	圧倒的なパフォーマンス
	低い総所有コスト（TCO）

	シスコが選ばれる理由


